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１．会社概要

（１）会社概要

名称 株式会社ロジス・ワークス

設立 1963年4月24日

本社所在地 神奈川県川崎市川崎区日進町１－１４　（JMF ビル川崎01  5階）

社長 代表取締役　佐久間　寛

資本金 9,500万円

売上金額 111億円／2022年度実績

敷地面積 97,270 ㎡ （全拠点計）

建屋床面積 41,900 ㎡ （全拠点計）

事業内容 貨物自動車運送事業、貨物利用運送事業、業務受託による物流管理、ドラム・パレットの製造及び販売、

廃電線屑の解体・加工、解体被覆材の販売、産業廃棄物の中間処理業

従業員 約360名

（２）事業所及び営業所の所在地

認証範囲：

本社　　　 神奈川県川崎市川崎区日進町１－１４

相模原事業所　　 神奈川県相模原市中央区南橋本４－１－１

仙台事業所 宮城県柴田郡柴田町大字船岡字鍋倉1番地

東北流通センター 宮城県柴田郡柴田町大字船岡字鍋倉1番地

愛知事業所 愛知県愛知県豊川市御津町佐脇浜字2号地1-10

中部流通センター 愛知県稲沢市祖父江町森上本郷八31-1

関西流通センター 大阪府枚方市南中振3-70-10

登録範囲：

上記事業内容の通り。

認証・登録範囲外（2024年度までに全拠点を登録予定）

北海道流通センター 北海道札幌市白石区米里1条1-1-2

川崎流通センター 神奈川県川崎市川崎区扇町53

三重事業所 三重県いなべ市北勢町麻生田1326-1

六石営業所 三重県いなべ市北勢町東村小山1312-2

茨城事業所 茨城県古河市丘里13-6

九州流通センター 福岡県福岡市東区多の津1-19-6

京浜デポ 神奈川県川崎市川崎区浮島町12-10 

伊勢原配送センター 神奈川県伊勢原市鈴川10

（３）環境管理の責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　安全環境品質部　部長　赤坂壮一

連絡先　電話　　044(211)3443

ｅ-mail　　s.akasaka354@logis.swcc.co.jp

担当者　安全環境品質部　次長　新井孝男

連絡先　電話　　044(211)3443

ｅ-mail　　t.arai282@logis.swcc.co.jp
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２．株式会社 ロジス・ワークス  ＥＡ２１実施体制（役割・責任・権限を含む）

・環境経営システムに関する統括責任 ・実施体制の構築：環境管理責任者の任命
・環境方針の策定および見直し ・各運用資源の提供
・環境経営全社目標の承認 ・内部監査員の選任及び内部監査実施の指示

・内部監査の実施
・内部監査の実施結果を経営者へ報告

・ＥＡ21推進事務局
・環境関連法規等チェックリストの作成

（安全環境品質部長） （安全環境品質部（兼務））
・環境経営システムの構築、運用および管理
・環境経営目標・活動計画書、環境関連法令取りまとめリスト等の承認
・環境経営レポートの作成

・全社での環境推進計画の進捗確認及び達成状況の報告

実施責任者：新井孝男

所　長　　：千葉　隆
実施責任者：二瓶安夫

所　長　　：安田圭一
実施責任者：笹島裕樹

所　長　　：安田炫植
実施責任者：望月太郎

所　長　　：藤崎泰隆
実施責任者：生田秀樹

所　長　　：鈴木孝夫
実施責任者：児玉友樹

所　長　　：安達克彦
実施責任者：岸本　寛

所　長　　：大橋智広
実施責任者：三浦直人

所　長　　：竹折健一
実施責任者：平川  貴

所　長　　：前田直樹
実施責任者：玉手洋俊

所　長　　：中村圭一
実施責任者：槻田宏一郎

2023.04.01現在
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関西流通センター

九州流通センター

六石作業所

北海道流通センター

東北流通センター

川崎流通センター

伊勢原配送センター

中部流通センター

三重事業所

代表取締役社長

内部監査委員会

環境管理責任者 環境管理事務局

環境管理委員会

本社

仙台事業所

茨城事業所

相模原事業所

京浜デポ

愛知事業所
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2023年度取得予定

2023年度取得予定

2022年度取得済み

2022年度取得済み

2023年度取得予定



３．産業廃棄物処分業

（１）産業廃棄物処分業許可内容

許可自治体 宮城県

許可番号 00421221874

許可年月日 令和3年7月1日

有効年月日 令和8年6月30日

事業の区分 中間処分

（剥離、破砕、切断）

産業廃棄物の種類 ・廃プラスチック類

・金属くず

・ガラスくず、コンクリートくずおよび陶磁器くず

施設の種類 、処理能力 ア．剥離施設

3.1t/日（8.75時間）（光ケーブル廃電線）

イ．破砕施設

3.1t/日（8.75時間）（光ケーブル廃電線）

ウ．切断施設

4.1t/日（8.75時間）（光ケーブル廃電線）

設置場所 宮城県柴田郡柴田町船岡鍋倉1

（２）処理フロー

（３）中間処分受託量

107.56 ｔ （2022年度）
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４．環境経営方針

２０２３年　４月　１日
株式会社ロジス・ワークス

代表取締役社長　佐久間　寛

　【サステナビリティ基本方針】

　ＳＷＣＣグループは、信頼とイノベーションにより、「社会課題の解決」と「企業価値向上」を図り、

　サステナブルで豊かな未来社会を創ります。

　【環境基本理念・事業活動】

 （株）ロジス・ワークスは、ＳＷＣＣグループ一員として、かけがえのない地球をより健全な状態で

　次世代へ引き継ぐことが良き企業市民の使命であることを認識し、すべての事業活動を通じて

　環境保全に努め、持続的発展が可能な社会の構築に貢献します。

　【環境基本方針】

　１．関連する環境法規制および当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

　２．事業活動・製品およびサービスの各領域において、環境側面を認識した環境目標を設定し、

　　　汚染の予防、気候変動の緩和および持続可能な資源の利用を含む環境保護を推進します。

　３．環境パフォーマンスの向上に努め、環境マネジメントシステムの継続的改善を図ります。

　【２０２３年度（株）ロジス・ワークス社　環境経営方針の重点テーマ】

　（１）法令およびその他の要求事項を遵守

　　　・ 法規を精査し、遵守義務事項、要求事項に対する確実な対応

　（２）サステナビリティ重要課題（マテリアリティ）年度目標達成のための施策実行

　　　・ 環境活動におけるＰＤＣＡの確実な実行

　　　・ 温室効果ガス（CO₂）排出量の削減　（電力・軽油・ガソリン使用量の削減）

　　　　ＨＶ、ＰＨＶ、ＥＶ等エコカー、電動ＦＬ導入計画および

　　　　環境にやさしいエコドライブの推進

　　　・ 産業廃棄物の排出量削減（プラスチック廃棄物、木材廃棄物等）

　　　　３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）＋Renewableの推進

　　　・ 水使用量の削減

　（３）包括的な環境教育における、環境経営への理解度向上

　　　・ リロケーションでの環境変化による既存意識からの脱却

　　　・ ＥＡ２１全社認証取得に向けた継続的な取り組み
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２０２３年度　（株）ロジス・ワークス　環境経営方針



５．環境経営目標

5.1 本社

目標

2023年度 2024年度 2025年度

１．二酸化炭素排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg-CO2 28,893 28,748 28,603 28,459

売上原単位 kg-CO2/千円 96.2 95.7 95.2 94.8

２．電力使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kWh 48,575 48,332 48,089 47,846

売上原単位 kWh/千円 161.8 161.0 160.2 159.4

0.455 kg-CO2/kWh CO2排出量 kg-CO2 22,102 21,991 21,881 21,770

３．ガソリン使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 2,927 2,912 2,898 2,883

売上原単位 ℓ/千円 9.80 9.75 9.70 9.65

2.32 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 6,791 6,757 6,723 6,689

４．一般廃棄物排出量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 排出量 kg 840 839 838 837

売上原単位 kg/千円 2.80 2.80 2.79 2.79

６．水使用量の削減

実施内容 節水の啓蒙 節水の啓蒙 節水の啓蒙 節水の啓蒙

６．コピー用紙使用量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 使用数 枚 148,749 148,600 148,452 148,303

売上原単位 枚/千円 495.5 495.0 494.5 494.0
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5.2 仙台事業所

目標

2023年度 2024年度 2025年度

１．二酸化炭素排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg-CO2 499,217 496,720 494,224 491,728

売上原単位 kg-CO2/千円 222 221 220 219

２．電力使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kWh 231,748 230,589 229,431 228,272

売上原単位 kWh/千円 103 102 102 101

0.528 kg-CO2/kWh CO2排出量 kg-CO2 122,363 121,751 121,139 120,527

３．軽油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 140,020 139,320 138,620 137,920

売上原単位 ℓ/千円 62 62 61 61

2.58 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 361,252 359,445 357,639 355,833

４．ガソリン使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 330 328 327 325

売上原単位 ℓ/千円 0.10 0.10 0.10 0.10

2.32 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 766 762 758 754

５．灯油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 5,716 5,687 5,659 5,630

売上原単位 ℓ/千円 2.50 2.49 2.48 2.46

2.49 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 14,233 14,162 14,091 14,019

６．ＬＰＧ使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kg 201 200 199 198

売上原単位 kg/千円 0.09 0.09 0.09 0.09

3.00 kg-CO2/kg CO2排出量 kg-CO2 603 600 597 594

７．一般廃棄物排出量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 排出量 kg 1,551 1,549 1,548 1,546

売上原単位 kg/千円 0.690 0.689 0.689 0.688

８．産業廃棄物排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg 200,581 199,578 198,575 197,572

売上原単位 kg/千円 89.0 88.6 88.1 87.7

９．水使用量の削減 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

使用量 m
3 396 396 395 395

売上原単位 m
3
/千円 0.180 0.180 0.180 0.179

１０．コピー用紙使用量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 使用数 枚 170,817 170,646 170,475 170,305

売上原単位 枚/千円 76.0 75.9 75.8 75.8

１１．塗料の適正保管

の徹底

１２．安全教育の実施
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基準年度
実績

（2022年度）

二酸化炭素排出係数

二酸化炭素排出係数

二酸化炭素排出係数

二酸化炭素排出係数

二酸化炭素排出係数

実施内容
運転者教育

の
定期的実施

運転者教育
の

定期的実施

運転者教育
の

定期的実施

運転者教育
の

定期的実施

実施内容 適正保管
適正保管
の維持

適正保管
の維持

適正保管
の維持



5.3 相模原事業所

目標

2023年度 2024年度 2025年度

１．二酸化炭素排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg-CO2 157,634 156,847 156,058 155,270

売上原単位 kg-CO2/千円 66.0 65.7 65.3 65.0

２．電力使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kWh 260,234 258,933 257,632 256,330

売上原単位 kWh/千円 109.0 108.5 107.9 107.4

0.455 kg-CO2/kWh CO2排出量 kg-CO2 118,406 117,814 117,222 116,630

３．軽油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 4,010 3,990 3,970 3,950

売上原単位 ℓ/千円 1.70 1.69 1.68 1.67

2.58 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 10,346 10,294 10,242 10,191

４．ガソリン使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 5,711 5,682 5,654 5,625

売上原単位 ℓ/千円 2.40 2.39 2.38 2.36

2.32 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 13,250 13,183 13,117 13,051

５．ＬＰＧ使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kg 5,211 5,185 5,159 5,133

売上原単位 kg/千円 2.20 2.19 2.18 2.17

3.00 kg-CO2/kg CO2排出量 kg-CO2 15,633 15,555 15,477 15,399

６．一般廃棄物排出量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 排出量 kg 1,949 1,947 1,945 1,943

売上原単位 kg/千円 0.80 0.80 0.80 0.80

７．産業廃棄物排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg 118,462 117,870 117,277 116,685

売上原単位 kg/千円 50.00 49.75 49.50 49.25

８．水使用量の削減 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

使用量 m
3 366.0 365.6 365.3 364.9

売上原単位 m
3
/千円 0.150 0.150 0.150 0.150

９．コピー用紙使用量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 使用数 枚 107,478 107,371 107,263 107,156

売上原単位 枚/千円 45.14 45.09 45.05 45.00

１０．安全教育の実施

-7 -

実施内容
運転者教育

の
定期的実施

運転者教育
の

定期的実施

運転者教育
の

定期的実施

運転者教育
の

定期的実施

基準年度
実績

（2022年度）

二酸化炭素排出係数

二酸化炭素排出係数

二酸化炭素排出係数

二酸化炭素排出係数



5.4 愛知事業所

目標

2023年度 2024年度 2025年度

１．二酸化炭素排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg-CO2 326,467 324,834 323,201 321,569

売上原単位 kg-CO2/千円 211 210 209 208

２．電力使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kWh 33,577 33,409 33,241 33,073

売上原単位 kWh/千円 22.0 21.9 21.8 21.7

0.452 kg-CO2/kWh CO2排出量 kg-CO2 15,177 15,101 15,025 14,949

３．軽油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 119,796 119,197 118,598 117,999

売上原単位 ℓ/千円 78.0 77.6 77.2 76.8

2.58 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 309,074 307,528 305,983 304,438

４．ガソリン使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 955 950 945 941

売上原単位 ℓ/千円 0.60 0.60 0.59 0.59

2.32 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 2,216 2,205 2,193 2,182

５．一般廃棄物排出量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 排出量 kg 420 420 419 419

売上原単位 kg/千円 0.27 0.27 0.27 0.27

６．産業廃棄物排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg 113,260 112,694 112,127 111,561

売上原単位 kg/千円 73.0 72.6 72.3 71.9

７．水使用量の削減 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

使用量 m
3 97.0 96.9 96.8 96.7

売上原単位 m
3
/千円 0.0628 0.0627 0.0627 0.0626

８．コピー用紙使用量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 使用数 枚 122,484 122,362 122,239 122,117

売上原単位 枚/千円 79.0 78.9 78.8 78.8

１０．安全教育の実施

-8 -

運転者教育
の

定期的実施

運転者教育
の

定期的実施

運転者教育
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の
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二酸化炭素排出係数



5.5 中部流通センター

目標

2023年度 2024年度 2025年度

１．二酸化炭素排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg-CO2 164,427 163,604 162,781 161,959

売上原単位 kg-CO2/千円 377 375 373 371

２．電力使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kWh 101,285 100,779 100,272 99,766

売上原単位 kWh/千円 232 231 230 229

0.452 kg-CO2/kWh CO2排出量 kg-CO2 45,781 45,552 45,323 45,094

３．軽油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 45,697 45,469 45,240 45,012

売上原単位 ℓ/千円 105 104 104 103

2.58 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 117,898 117,309 116,719 116,130

４．ガソリン使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 286 285 283 282

売上原単位 ℓ/千円 0.66 0.66 0.65 0.65

2.32 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 664 660 657 654

５．ＬＰＧ使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kg 28 28 27 27

売上原単位 kg/千円 0.060 0.060 0.059 0.059

3.00 kg-CO2/kg CO2排出量 kg-CO2 83 83 82 82

６．一般廃棄物排出量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 排出量 kg 1,620 1,618 1,617 1,615

売上原単位 kg/千円 3.7 3.7 3.7 3.7

７．産業廃棄物排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg 980 975 970 965

売上原単位 kg/千円 2.20 2.19 2.18 2.17

８．水使用量の削減 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

使用量 m
3 221 221 221 220

売上原単位 m
3
/千円 0.51 0.51 0.51 0.51

９．コピー用紙使用量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 使用数 枚 266,444 266,178 265,911 265,645

売上原単位 枚/千円 611 610 610 609

１０．安全教育の実施
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実施内容
運転者教育

の
定期的実施

運転者教育
の

定期的実施

運転者教育
の
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運転者教育
の
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二酸化炭素排出係数
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二酸化炭素排出係数

二酸化炭素排出係数



5.6 関西流通センター

目標

2023年度 2024年度 2025年度

１．二酸化炭素排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg-CO2 133,747 133,077 132,408 131,739

売上原単位 kg-CO2/千円 235 234 233 231

２．電力使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kWh 94,842 94,368 93,894 93,419

売上原単位 kWh/千円 167 166 165 164

0.411 kg-CO2/kWh CO2排出量 kg-CO2 38,980 38,785 38,590 38,395

３．軽油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 35,236 35,060 34,884 34,707

売上原単位 ℓ/千円 62.0 62 61 61

2.58 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 90,909 90,454 90,000 89,545

４．ガソリン使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 964 959 954 950

売上原単位 ℓ/千円 1.70 1.69 1.68 1.67

2.32 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 2,236 2,225 2,214 2,203

５．灯油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 306 304 303 301

売上原単位 ℓ/千円 0.54 0.54 0.53 0.53

2.49 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 762 758 754 751

６．ＬＰＧ使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kg 286 285 283 282

売上原単位 kg/千円 0.50 0.50 0.50 0.49

3.00 kg-CO2/kg CO2排出量 kg-CO2 858 854 849 845

７．一般廃棄物排出量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 排出量 kg 3,311 3,308 3,304 3,301

売上原単位 kg/千円 5.80 5.79 5.79 5.78

８．産業廃棄物排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg 4,675 4,652 4,628 4,605

売上原単位 kg/千円 8.22 8.18 8.14 8.10

９．水使用量の削減 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

使用量 m
3 1,235 1,234 1,233 1,231

売上原単位 m
3
/千円 2.17 2.17 2.17 2.16

１０．コピー用紙使用量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 使用数 枚 242,662 242,419 242,177 241,934

売上原単位 枚/千円 427 427 426 426

１１．安全教育の実施
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5.7 北海道流通センター

目標

2023年度 2024年度 2025年度

１．二酸化炭素排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg-CO2 11,466 11,410 11,352 11,295

売上原単位 kg-CO2/千円 246 245 244 242

２．電力使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kWh 17,351 17,264 17,177 17,091

売上原単位 kWh/千円 373 371 369 367

0.545 kg-CO2/kWh CO2排出量 kg-CO2 9,456 9,409 9,362 9,314

３．軽油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 288 287 285 284

売上原単位 ℓ/千円 6.20 6.17 6.14 6.11

2.58 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 743 739 736 732

４．ガソリン使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 151 150 149 149

売上原単位 ℓ/千円 3.20 3.18 3.17 3.15

2.32 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 350 349 347 345

５．灯油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 354 352 350 349

売上原単位 ℓ/千円 7.60 7.56 7.52 7.49

2.49 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 881 877 873 868

６．ＬＰＧ使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kg 12.00 11.94 11.88 11.82

売上原単位 kg/千円 0.260 0.259 0.257 0.256

3.00 kg-CO2/kg CO2排出量 kg-CO2 36 36 36 35

７．一般廃棄物排出量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 排出量 kg 449.0 448.6 448.1 447.7

売上原単位 kg/千円 9.55 9.54 9.53 9.52

８．産業廃棄物排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg 28,460 28,318 28,175 28,033

売上原単位 kg/千円 612 609 606 603

９．水使用量の削減 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

使用量 m
3 93.0 92.9 92.8 92.7

売上原単位 m
3
/千円 2.000 1.998 1.996 1.994

１０．コピー用紙使用量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 使用数 枚 10,040 10,030 10,020 10,010

売上原単位 枚/千円 213.0 212.8 212.6 212.4

１１．安全教育の実施
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実施内容
運転者教育
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定期的実施

運転者教育
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5.8 川崎流通センター

目標

2023年度 2024年度 2025年度

１．二酸化炭素排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg-CO2 143,104 142,390 141,674 140,959

売上原単位 kg-CO2/千円 115.0 114.4 113.9 113.3

２．電力使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kWh 126,780 126,146 125,512 124,878

売上原単位 kWh/千円 102.0 101.5 101.0 100.5

0.455 kg-CO2/kWh CO2排出量 kg-CO2 57,685 57,396 57,108 56,820

３．軽油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 32,207 32,046 31,885 31,724

売上原単位 ℓ/千円 26.0 25.9 25.7 25.6

2.58 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 83,094 82,679 82,263 81,848

４．ガソリン使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 823 819 815 811

売上原単位 ℓ/千円 0.660 0.657 0.653 0.650

2.32 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 1,909 1,900 1,890 1,881

５．ＬＰＧ使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kg 139.0 138.3 137.6 136.9

売上原単位 kg/千円 0.110 0.109 0.109 0.108

3.00 kg-CO2/kg CO2排出量 kg-CO2 417 415 413 411

６．一般廃棄物排出量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 排出量 kg 4,102 4,098 4,094 4,090

売上原単位 kg/千円 3.310 3.307 3.303 3.300

７．産業廃棄物排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg 12,236 12,175 12,114 12,052

売上原単位 kg/千円 9.90 9.85 9.80 9.75

８．水使用量の削減

実施内容 節水の啓蒙 節水の啓蒙 節水の啓蒙 節水の啓蒙

９．コピー用紙使用量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 使用数 枚 589,000 588,411 587,822 587,233

売上原単位 枚/千円 475.0 474.5 474.1 473.6

１０．安全教育の実施
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5.9 三重事業所

目標

2023年度 2024年度 2025年度

１．二酸化炭素排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg-CO2 972,632 967,768 962,905 958,042

売上原単位 kg-CO2/千円 1,034 1,029 1,024 1,018

２．電力使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kWh 15,922 15,842 15,763 15,683

売上原単位 kWh/千円 17.0 16.9 16.8 16.7

0.452 kg-CO2/kWh CO2排出量 kg-CO2 7,197 7,161 7,125 7,089

３．軽油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 373,177 371,311 369,445 367,579

売上原単位 ℓ/千円 397 395 393 391

2.58 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 962,797 957,983 953,169 948,355

４．ガソリン使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 594 591 588 585

売上原単位 ℓ/千円 0.600 0.597 0.594 0.591

2.32 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 1,378 1,371 1,364 1,357

５．灯油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 506 503 501 498

売上原単位 ℓ/千円 0.500 0.498 0.495 0.493

2.49 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 1,260 1,254 1,247 1,241

６．一般廃棄物排出量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 排出量 kg 1,866 1,864 1,862 1,860

売上原単位 kg/千円 2.000 1.998 1.996 1.994

７．産業廃棄物排出量

の削減

８．水使用量の削減 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

使用量 m
3 524.0 523.5 523.0 522.4

売上原単位 m
3
/千円 0.600 0.599 0.599 0.598

９．コピー用紙使用量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 使用数 枚 128,011 127,883 127,755 127,627

売上原単位 枚/千円 136.2 136.1 135.9 135.8

１０．安全教育の実施
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運転者教育
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運転者教育
の

定期的実施

運転者教育
の

定期的実施
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二酸化炭素排出係数

二酸化炭素排出係数

二酸化炭素排出係数

二酸化炭素排出係数

実施内容
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廃棄物分別
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廃棄物分別

の推進



5.10 六石作業所

目標

2023年度 2024年度 2025年度

１．二酸化炭素排出量 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

の削減 排出量 kg-CO2 14,216 14,146 14,075 14,004

売上原単位 kg-CO2/千円 42.0 41.8 41.6 41.4

２．電力使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kWh 18,171 18,080 17,989 17,898

売上原単位 kWh/千円 54.0 53.7 53.5 53.2

0.452 kg-CO2/kWh CO2排出量 kg-CO2 8,213 8,172 8,131 8,090

３．軽油使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 1,644 1,636 1,628 1,619

売上原単位 ℓ/千円 4.90 4.88 4.85 4.83

2.58 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 4,242 4,220 4,199 4,178

４．ガソリン使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 ℓ 721 717 714 710

売上原単位 ℓ/千円 2.10 2.09 2.08 2.07

2.32 kg-CO2/ℓ CO2排出量 kg-CO2 1,673 1,664 1,656 1,648

５．ＬＰＧ使用量の削減 削減率 0.5%削減 1.0%削減 1.5%削減

使用量 kg 30.0 29.9 29.7 29.6

売上原単位 kg/千円 0.090 0.090 0.089 0.089

3.00 kg-CO2/kg CO2排出量 kg-CO2 90 90 89 89

６．一般廃棄物排出量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 排出量 kg 330.0 329.7 329.3 329.0

売上原単位 kg/千円 0.976 0.975 0.974 0.973

７．産業廃棄物排出量 削減率 0％(維持) 0％(維持) 0％(維持)

の削減 排出量 kg 0 0 0 0

売上原単位 kg/千円 0 0 0 0

８．水使用量の削減 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

使用量 m
3 50.0 50.0 49.9 49.9

売上原単位 m
3
/千円 0.150 0.150 0.150 0.150

９．コピー用紙使用量 削減率 0.1%削減 0.2%削減 0.3%削減

の削減 使用数 枚 17,000 16,983 16,966 16,949

売上原単位 枚/千円 50.3 50.2 50.2 50.1

１０．安全教育の実施
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運転者教育
の

定期的実施

運転者教育
の

定期的実施

運転者教育
の

定期的実施

二酸化炭素排出係数

※全量有価物化

基準年度
実績

（2022年度）

二酸化炭素排出係数

二酸化炭素排出係数

実施内容
運転者教育

の
定期的実施

二酸化炭素排出係数



６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

本
社

相
模
原

仙
台

愛
知

中
部

関
西

北
海
道

川
崎

三
重

六
石

１．ＣＯ２排出量の削減

①電力使用量の削減

・室内の温度管理 ・作業環境に適度な温度に設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・照明の昼食休憩時の消灯 ・各事務所で休憩時消灯を実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②軽油・ガソリンの使用量の削減

・エコドライブの徹底 ・アイドリングストップの奨励 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

･高燃費車の導入 ・ＨＶ車へ変更 ○

･急の付く運転はしない ・朝礼等で周知した ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ＬＰＧの使用量削減

・効率的な熱処理庫の運用 ・受注量のまとめ作業を実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④灯油の使用量削減

・暖房器具の適切な使用 ・こまめなON/OFFを実施する ○ ○ ○ ○

２．廃棄物排出量の削減（一般・産廃）

・廃棄物分別の徹底 ・区分に従い分別の徹底を励行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・廃木材の管理の徹底 ・保管管理の徹底と排出量の削減を実施 ○ ○ ○

３．水使用量の維持

・生活用水の節水意識の高揚 ・手洗場、トイレ等に「節水」表示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４．塗料の使用管理の徹底

・保管状態の確認 ・毎月保管量と保管状況の確認を実施 ○

５．安全教育の実施

・事故防止対策 ・事故事例の周知による事故防止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・運転者に対する安全教育 ・毎月安全会議を実施し安全運転の奨励 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６．コピー紙の使用量削減

・ペーパーレスの推進 ・使用量の掲示による推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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環境経営計画 実施した取組内容

適用拠点



7．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、

並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

7.1 本社 売上原単位 ： ＊＊/百万円

2022年度の評価

と次年度の取組

１．二酸化炭素

排出量の削減 排出量（kg-CO2） 31,463 28,893 ○

売上原単位 78 96 ×

２、電力

使用量の削減 使用量（kWh） 56,060 48,575 ○

売上原単位 140 162 ×

３、ガソリン

使用量の維持 使用量（ℓ） 2,567 2,927 ×

売上原単位 6.4 9.8 ×

４．一般廃棄物

排出量の維持 排出量（kg） 840

売上原単位 2.8

５．水

使用量の 実施内容

削減意識向上

６．コピー紙

使用量の削減 使用数（枚） 221,622 148,749 ○

売上原単位 552 495 ○
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現状把握 ○

環境経営目標

排出量は目標を達成でき
たが、原単位は達成でき
なかった。

排出量は目標を達成でき
たが、原単位は達成でき
なかった。昼休みの消灯
を継続する。

排出量、原単位ともに目
標未達。
更なる省エネ・安全運転
を呼びかける。

現状を把握することがで
きた。
今後削減に向けて施策を
検討する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も不要な印刷の廃止
を呼びかける。

今後も節水への意識を高
める工夫をしていく。

目標 実績 結果

○啓蒙啓蒙



7.2 仙台事業所・東北流通センター 売上原単位 ： ＊＊/百万円

2022年度の評価

と次年度の取組

１．二酸化炭素

排出量の削減 排出量（kg-CO2） 658,297 499,217 ○

売上原単位 443 222 ○

２、電力

使用量の削減 使用量（kWh） 231,979 231,748 ○

売上原単位 156 103 ○

３、軽油

使用量の削減 使用量（ℓ） 200,679 140,020 ○

売上原単位 135 62 ○

４、ガソリン

使用量の維持 使用量（ℓ） 264 330 ×

売上原単位 0.2 0.1 ○

５、灯油

使用量の維持 使用量（ℓ） 6,650 5,716 ○

売上原単位 4.5 2.5 ○

６、LPG

使用量の維持 使用量（kg） 297 201 ○

売上原単位 0.2 0.1 ○

７．一般廃棄物

排出量の維持 排出量（kg） 1,127 1,551 ×

売上原単位 0.65 0.69 ×

８．産業廃棄物

排出量の削減 排出量（kg） 251,820 200,581 ○

売上原単位 170 89 ○

９．水

使用量の維持 使用量（m
3
） 533 396 ○

売上原単位 0.4 0.2 ○

１０．コピー紙

使用量の維持 使用数（枚） 170,697 170,817 ×

売上原単位 115 76 ○

１１．塗料

保管管理の徹底

１２．安全教育

の実施 運転者教育 定期的教育

定期的実施 の実施
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環境経営目標

適正に管理できた。
今後もこれを継続する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
不要な電気機器の電源
OFFを推進する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も省エネ・安全運転
を推進する。

排出量は未達だが、原単
位は目標を達成できた。
今後も省エネ・安全運転
を推進する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も不要なストーブは
消すように努める。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も節約に努める。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後もさらなる節水に努
める。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
廃棄物の有価物化を推
進する。

基準年の集計に漏れが
あったため、排出量、原
単位ともに目標を達成で
きなかった。

排出量は未達だが、原単
位は目標を達成できた。
不要な印刷を慎むよう心
掛ける。

回覧、朝礼等による情報
の共有化を継続する。

保管状態の
確認

○

目標 実績 結果

○

保管状態の
確認



7.3 相模原事業所 売上原単位 ： ＊＊/百万円

2022年度の評価

と次年度の取組

１．二酸化炭素

排出量の削減 排出量（kg-CO2） 175,024 157,634 ○

売上原単位 87 66 ○

２、電力

使用量の削減 使用量（kWh） 290,807 260,234 ○

売上原単位 144 109 ○

３、軽油

使用量の削減 使用量（ℓ） 2,061 4,010 ×

売上原単位 1.0 1.7 ×

４、ガソリン

使用量の維持 使用量（ℓ） 6,927 5,711 ○

売上原単位 3.4 2.4 ○

５、LPG 現状維持

使用量の維持 使用量（kg） 7,106 5,211 ○

売上原単位 3.5 2.2 ○

６．一般廃棄物

排出量の維持 排出量（kg） 938 1,949 ×

売上原単位 0.5 0.8 ×

７．産業廃棄物

排出量の削減 排出量（kg） 138,929 118,462 ○

売上原単位 69 50 ○

８．水

使用量の維持 使用量（m
3
） 433 366 ○

売上原単位 0.21 0.15 ○

９．コピー紙

使用量の維持 使用数（枚） 139,789 107,478 ○

売上原単位 69 45 ○

１０．安全教育

の実施 事故の 事故事例の

再発防止 紹介・周知
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目標 実績 結果環境経営目標

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
削減を推し進める。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
さらに削減できるように不
要印刷廃止を推進する。

回覧、朝礼等による情報
の共有化を継続する。

フォークリフト２台の管理が
CSより移管されたため.、排
出量、原単位ともに目標を
達成できなかった。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も省エネ運転を心が
ける。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。パレット
熱処理業務が減少したた
め。

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
ゴミの減量へ向けた意識
の向上を図る。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
産廃の有価物化を模索
する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。 今後も
不要な照明の消灯等を
継続する。

○



7.4 愛知事業所 売上原単位 ： ＊＊/百万円

2022年度の評価

と次年度の取組

１．二酸化炭素

排出量の削減 排出量（kg-CO2） 357,501 326,467 ○

売上原単位 308 211 ○

２、電力

使用量の削減 使用量（kWh） 72,676 33,577 ○

売上原単位 63 22 ○

３、軽油

使用量の削減 使用量（ℓ） 125,127 119,796 ○

売上原単位 108 78 ○

４、ガソリン

使用量の維持 使用量（ℓ） 786 955 ×

売上原単位 0.7 0.6 ○

５．一般廃棄物

排出量の維持 排出量（kg） 137 420 ×

売上原単位 0.1 0.3 ×

６．産業廃棄物

排出量の削減 排出量（kg） 175,893 113,260 ○

売上原単位 151 73 ○

７．水

使用量の維持 使用量（m
3
） 102 97 ○

売上原単位 0.09 0.06 ○

８．コピー紙

使用量の維持 使用数（枚） 130,764 122,484 ○

売上原単位 113 79 ○

９．安全教育

の実施 運転者教育 定期的教育

定期的実施 の実施
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目標環境経営目標

回覧、朝礼等による情報
の共有化を継続する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後もさらなる節水に努
める。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
さらに削減できるように不
要印刷廃止を推進する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
産廃の有価物化を模索
する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も省エネ活動を継続
していく。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
さらなる省エネ運転を推
し進める。

使用量は目標達成できな
かったが、原単位は目標
を達成できた。さらなるエ
コ運転を推進する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
ゴミの減量へ向けた意識
の向上を図る。

○

実績 結果



7.5 中部流通センター 売上原単位 ： ＊＊/百万円

2022年度の評価

と次年度の取組

１．二酸化炭素

排出量の削減 排出量（kg-CO2） 150,821 164,427 ×

売上原単位 414 377 ○

２、電力

使用量の削減 使用量（kWh） 97,580 101,285 ×

売上原単位 268 232 ○

３、軽油

使用量の削減 使用量（ℓ） 41,199 45,697 ×

売上原単位 113 105 ○

４、ガソリン

使用量の維持 使用量（ℓ） 132 286 ×

売上原単位 0.4 0.7 ×

５、LPG

使用量の維持 使用量（kg） 38 28 ○

売上原単位 0.1 0.1 ○

６．一般廃棄物

排出量の維持 排出量（kg） 3,450 1,620 ○

売上原単位 9.5 3.7 ○

７．産業廃棄物

排出量の削減 排出量（kg） 2,070 980 ○

売上原単位 5.7 2.2 ○

８．水

使用量の維持 使用量（m
3
） 250 221 ○

売上原単位 0.7 0.5 ○

９．コピー紙

使用量の維持 使用数（枚） 258,000 266,444 ×

売上原単位 560 611 ×

１０．安全教育

の実施 運転者教育 定期的教育

定期的実施 の実施
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環境経営目標

回覧、朝礼等による情報
の共有化を継続する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後もさらなる節水に努
める。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
廃棄物の有価物化を探
る。

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
削減できるように不要印
刷廃止を推進する。

排出量の目標は未達だ
が、原単位は目標を達成
できた。

排出量の目標は未達だ
が、原単位は目標を達成
できた。 不要な照明の消
灯等を継続する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
さらなる省エネ・安全運転
を推進する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
不要な暖房機器のOFFを
心がける。

排出量の目標は未達だ
が、原単位は目標を達成
できた。今後も省エネ・安
全運転を推進する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
この状況を維持する。

○

目標 実績 結果



7.6 関西流通センター 売上原単位 ： ＊＊/百万円

2022年度の評価

と次年度の取組

１．二酸化炭素

排出量の削減 排出量（kg-CO2） 156,174 133,747 ○

売上原単位 331 235 ○

２、電力

使用量の削減 使用量（kWh） 107,069 94,842 ○

売上原単位 227 167 ○

３、軽油

使用量の削減 使用量（ℓ） 41,912 35,236 ○

売上原単位 89 62 ○

４、ガソリン

使用量の維持 使用量（ℓ） 615 964 ×

売上原単位 1.3 1.7 ×

５、灯油

使用量の維持 使用量（ℓ） 504 306 ○

売上原単位 1.1 0.5 ○

６、LPG

使用量の維持 使用量（kg） 452 286 ○

売上原単位 1.0 0.5 ○

７．一般廃棄物

排出量の維持 排出量（kg） 4,656 3,311 ○

売上原単位 7.5 5.8 ○

８．産業廃棄物

排出量の削減 排出量（kg） 13,435 4,675 ○

売上原単位 28.5 8.2 ○

９．水

使用量の維持 使用量（m
3
） 620 1,235 ×

売上原単位 1.3 2.2 ×

１０．コピー紙

使用量の維持 使用数（枚） 257,409 242,662 ○

売上原単位 546 427 ○

１１．安全教育

の実施 運転者教育 定期的教育

定期的実施 の実施
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目標 実績 結果環境経営目標

回覧、朝礼等による情報
の共有化を継続する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
エコ運転を心がける。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も省エネ運転を心が
ける。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も省エネを呼びかけ
る。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も不要な暖房はOFF
にする。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
廃棄物の有価物化を探
る。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
廃棄物を増やさないよう
心掛ける。

○

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
今後も節水に努める。

排出量、原単位ともに目標
を達成できた。
この量を維持できるように不
要印刷廃止を推進する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も省エネに努める



7.7 北海道流通センター 売上原単位 ： ＊＊/百万円

2022年度の評価

と次年度の取組

１．二酸化炭素

排出量の削減 排出量（kg-CO2） 13,854 11,466 ○

売上原単位 201 246 ×

２、電力

使用量の削減 使用量（kWh） 19,577 17,351 ○

売上原単位 284 373 ×

３、軽油

使用量の削減 使用量（ℓ） 455 288 ○

売上原単位 6.6 6.2 ○

４、ガソリン

使用量の維持 使用量（ℓ） 420 151 ○

売上原単位 6.1 3.2 ○

５、灯油

使用量の維持 使用量（ℓ） 404 354 ○

売上原単位 5.9 7.6 ×

６、LPG

使用量の維持 使用量（kg） 10 12 ×

売上原単位 0.15 0.26 ×

７．一般廃棄物

排出量の維持 排出量（kg） 449

売上原単位 9.6

８．産業廃棄物

排出量の削減 排出量（kg） 71,290 28,460 ○

売上原単位 1,036 612 ○

９．水

使用量の維持 使用量（m
3
） 1,857 93 ○

売上原単位 27 2 ○

１０．コピー紙

使用量の維持 使用数（枚） 10,040

売上原単位 214

１１．安全教育

の実施 運転者教育 定期的教育

定期的実施 の実施
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目標 実績 結果環境経営目標

現状把握

現状把握 ○

回覧、朝礼等による情報
の共有化を継続する。○

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
廃棄物の有価物化を探
る。

排出量、原単位ともに目
標を目標を達成できた。
今後も節水に努める。

現状データを収集できた。
この量を維持できるように不
要印刷廃止を推進する。○

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も省エネ運転を心が
ける。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も省エネ運転を心が
ける。

排出量は目標達成できた
が、原単位は未達。
不要な暖房はOFFとする
よう心掛ける。

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
今後も省エネを呼びかけ
る。

現状データを収集でき
た。
この量を維持できるよう
に分別等を推進する。

排出量は目標達成できた
が、原単位未達。

排出量は目標を達成でき
たが、原単位は目標を達
成できなかった。
今後も省エネに努める



7.8 川崎流通センター 売上原単位 ： ＊＊/百万円

2022年度の評価

と次年度の取組

１．二酸化炭素

排出量の削減 排出量（kg-CO2） 148,684 143,104 ○

売上原単位 113 115 ×

２、電力

使用量の削減 使用量（kWh） 128,216 126,780 ○

売上原単位 97 102 ×

３、軽油

使用量の削減 使用量（ℓ） 34,089 32,207 ○

売上原単位 25.9 26.0 ×

４、ガソリン

使用量の維持 使用量（ℓ） 853 823 ○

売上原単位 0.65 0.66 ×

６、LPG

使用量の維持 使用量（kg） 140 139 ○

売上原単位 0.11 0.11 ○

７．一般廃棄物

排出量の維持 排出量（kg） 3,081 4,102 ×

売上原単位 2.3 3.3 ×

８．産業廃棄物

排出量の削減 排出量（kg） 10,180 12,236 ×

売上原単位 7.7 9.9 ×

９．水

節水の啓蒙 実施内容

１０．コピー紙

使用量の維持 使用数（枚） 575,000 589,000 ×

売上原単位 437 475 ×

１１．安全教育

の実施 運転者教育 定期的教育

定期的実施 の実施
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朝礼での
意識付け

節水の啓蒙

環境経営目標

○

回覧、朝礼等による情報
の共有化を継続する。○

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も省エネを呼びかけ
る。

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
廃棄物の有価物化を探
る。

現状データを収集でき
た。
この量を維持できるよう
に節水に心がける。

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
不要印刷廃止を推進す
る。

排出量は目標達成できた
が、原単位未達。

排出量は目標を達成でき
たが、原単位は未達。
今後も省エネに努める

排出量は目標を達成でき
たが、原単位は未達。
今後も省エネ運転に努め
る

排出量は目標を達成でき
たが、原単位は未達。
今後も省エネ運転に努め
る

目標 実績 結果



7.9 三重事業所 売上原単位 ： ＊＊/百万円

2022年度の評価

と次年度の取組

１．二酸化炭素

排出量の削減 排出量（kg-CO2） 1,020,738 972,632 ○

売上原単位 1,095 1,034 ○

２、電力

使用量の削減 使用量（kWh） 23,845 15,922 ○

売上原単位 26 17 ○

３、軽油

使用量の削減 使用量（ℓ） 390,338 373,177 ○

売上原単位 419 397 ○

４、ガソリン

使用量の維持 使用量（ℓ） 774 594 ○

売上原単位 0.8 0.6 ○

５、灯油

使用量の維持 使用量（ℓ） 439 506 ×

売上原単位 0.47 0.54 ×

７．一般廃棄物

排出量の維持 排出量（kg） 3,292 1,866 ○

売上原単位 3.5 2.0 ○

８．産業廃棄物

排出量の削減 実施内容

９．水

使用量の維持 使用量（m
3
） 601 524 ○

売上原単位 0.64 0.57 ○

１０．コピー紙

使用量の維持 使用数（枚） 128,011

売上原単位 136

１１．安全教育

の実施 運転者教育 定期的教育

定期的実施 の実施
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削減の啓蒙
朝礼での
意識付け

○

現状把握

目標 実績 結果環境経営目標

回覧、朝礼等による情報
の共有化を継続する。○

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
この量を維持できるよう
に分別等を推進する。

今後も分別による削減を
推進する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も節水に努める。

現状データを収集できた。
この量を維持できるように不
要印刷廃止を推進する。○

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も省エネを心がけ
る。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も省エネ運転を心が
ける。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。
今後も省エネ運転を心が
ける。

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
例年の冬より寒さが厳し
かったためと思われる。

排出量、原単位ともに目
標を達成できた。



7.10 六石作業所 売上原単位 ： ＊＊/百万円

2022年度の評価

と次年度の取組

１．二酸化炭素

排出量の削減 排出量（kg-CO2） 11,418 14,216 ×

売上原単位 35 42 ×

２、電力

使用量の削減 使用量（kWh） 17,457 18,171 ×

売上原単位 53 54 ×

３、軽油

使用量の削減 使用量（ℓ） 1,367 1,644 ×

売上原単位 4.2 4.9 ×

４、ガソリン

使用量の維持 使用量（ℓ） 714 721 ×

売上原単位 2.112 2.133 ×

６、LPG

使用量の維持 使用量（kg） 42 30 ○

売上原単位 0.13 0.09 ○

７．一般廃棄物

排出量の維持 排出量（kg） 330

売上原単位 1.0

８．産業廃棄物

排出量の削減 排出量（kg） 0 0 ○

売上原単位 0.0 0.0 ○

９．水

使用量の維持 使用量（m
3
） 37 50 ×

売上原単位 0.11 0.15 ×

１０．コピー紙

使用量の維持 使用数（枚） 17,000

売上原単位 50

１１．安全教育

の実施 運転者教育 定期的教育

定期的実施 の実施
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現状把握

現状把握 ○

回覧、朝礼等による情報
の共有化を継続する。○

環境経営目標

基準年、本年ともに産廃
処理をすることがなかっ
た。今後も再利用を推進
する。

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
節水を呼びかけ、使用量
削減を図る。

現状データを収集できた。
この量を維持できるように
不要印刷廃止を推進する。○

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
今後更なる省エネ運転に
努める

基準年の使用がなかった
ため、排出量、原単位と
も目標未達となった。

基準年の使用がなかった
ため、排出量、原単位と
も目標未達となった。

現状データを収集でき
た。
この量を維持できるよう
に分別等を推進する。

目標 実績 結果

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。

排出量、原単位ともに目
標を達成できなかった。
今後更なる省エネに努め
る



８.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

  （2022年度）

法規制等の名称 対応事項

本社 仙台
相
模
原

愛知 中部 関西
北
海
道

川崎 三重 六石

●産業廃棄物

  ・処理業者との契約

  ・廃棄物の保管

  ・マニュフェストの保管

  ・報告書の提出

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、違反・訴訟はありませんでした。

なお、関係当局よりの違反等の指摘はこの3年間ありません。

2023.4.1
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○ ○ ○ ○ ○ ○家電リサイクル法 消費者の責務 ○ ○ ○ ○

－ － ○ － ○ －消防法
危険物・指定可燃物
の保管管理

－ ○ ○ －

－ ○ － － ○ －浄化槽法
保守点検・清掃・
定期検査

－ ○ － ○

○ ○ ○ ○ ○ ○自動車リサイクル法 所有者の責務 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○自動車NOｘ・PM法 適合義務 ○ ○ ○ ○

－ － － － － －

○ ○ － ○フロン排出抑制法 簡易点検 － ○ ○ ○ ○ ○

振動規制法 特定施設 － － － －

化学物質排出把握管理促進法
（PRTR法）

保管管理 － ○ － －

○

〇 〇 － 〇

－ － － － － ○

騒音規制法 特定施設 － － － －

○ － －

廃棄物処理法

●一般廃棄物の委託契約

－ － － － －

－

○ ○ 〇 〇 〇 〇

〇遵法　－非該当

遵守評価

－ － － － ○ ○



９．代表者による全体評価と見直し・指示

（１）全体評価

エコアクション２１の認証・登録後、２年の運用期間を経て目標の達成状況、計画の実施状

況に関しては、主要な環境活動は概ね良好な結果を得ることができた。

フォークリフトの親会社からの移管、基準年度の集計値に漏れがあった等基準年度実績数

値を見直す時期に来ていると言える。

また、法規等の遵守状況に問題はなかった。

改善の余地のある活動テーマに関しては目標の達成に向けて新たな施策も取り入れ、

また、目標を達成できた活動テーマに関しても維持、さらなる改善を成し得るよう今後社員

が一丸となってシステムの充実と改善に取り組んでいく。

（２）見直し・指示

　（２）－１．環境経営方針

SWCCグループの一員として、上位方針であるサステナビリティ基本方針をトップに掲げ、より

具体的な内容とする。

　（２）－２．環境経営目標、環境経営計画

①

②

③

④

⑤

　（２）－３．実施体制
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二酸化炭素の排出量に関してはその大半をトラックの軽油に依存しているが、トラック所有

拠点における軽油使用量はほぼ目標を達成できている。これはエコ運転を推進してきたこ

とによるところが大きいと考えられる。

今後は2022年度を基準年とした新たな目標を設定し、引続きエコ運転やアイドリングストッ

プおよびハイブリッド車等のエコカーならびにバッテリーフォークの導入を検討していく。

その他、電力使用量やガソリン使用量等に関しても各拠点で状況は異なるが、2022年度を

基準年とした新たな目標を設定し、削減に取り組んでいく。

産業廃棄物に関しては、特に排出量の多いリサイクルグループを有する３拠点を含むほぼ

すべての拠点で削減目標を概ね達成できた。

今後は2022年度を基準年とした新たな目標を設定し、適切な処理の仕方や削減方法の具

体化、また、廃棄物の有価物化を模索して目標に向け努力していく。

安全教育をトラック運転者を中心に毎月実施し、事故事例の紹介や安全運転に関する資

料を基に啓蒙を図っている。

また、社有車等乗用車の運転手に対しては交通安全講習を開催して安全に関する知識の

向上、意識高揚を図っている。

２０２３年度も引続き実施し、事故防止対策を推進していく。

一般廃棄物、コピー紙、水に関しては、全拠点においてその排出量、使用量の正確な把握

ができるようになったので2022年度を基準年とした新たな目標を設定し、現状の維持およ

び削減に向けて活動を推進する。

会社組織に若干の変更はあるが、EA21実施体制は基本的に変更することなしに今後も維

持していくとともに、認証・登録拠点拡大に向けた取り組みを進めていく。

環境教育に関しては、グループ親会社環境部門による講習の受講、エコ検定受験（2022年

度１１名合格）を推進しており、今後も同様の活動を継続していく。
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